
主催：北海道大学総合博物館

北海道大学総合博物館 1階

「知の交流」

分類学に旅はつきものです。ある時は材料を求めて、またある時

は、たった 1 個体の標本の種名を調べるために日本中・世界中を

行脚します。コロナ禍は世界中の分類学研究者にたくさんの制限を

もたらし、研究活動の停滞が余儀なくされました。そして今度は、

戦争という大きな障壁が目の前に立ちはだかっています。目指すゴー

ルは「完璧」と「最善」のどちらか、はたまた、きっぱりと諦めて

しまうべきか。分類屋として、この 3 年間は色 と々考えさせられるタ

イミングになっています。今回のセミナーは、『〈第一部〉今も混乱

のまっただ中～魚類分類屋の苦悩～；〈第二部〉新たな取り組み

～色んなコトに挑戦してみよう～』の二部構成でお送りします。
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お問合せ

TEL：011-706-2658
HP ：http://www.museum.hokudai.ac.jp/

田城 文人
北海道大学総合博物館水産科学館

当日先着順・定員５０名

入場無料

コロナ禍と戦争
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魚類分類屋の苦悩、そして新たな取り組み


